
               

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年度 新たな小諸東中のスタート 
―新入生 214 名を迎え全校 669 名― 

 2022 年度がスタートして、ひと月が経とうとしています。

コロナ禍により、生徒会入会式や生活・学習オリエンテーシ

ョン、交通安全教室等、テレビ放送に切り替えての実施とな

りましたが、新しい仲間とともに温かな雰囲気の中で、落ち

着いた新年度のスタートを切ることができました。 

 保護者の皆様、地域の皆様には、日頃より本校の教育活動

にご理解とご協力をいただき、心より感謝いたします。本年

度も教育目標「お互いの人格を尊重し、粘り強い実践力を持

ち、主体的に行動できる人間の育成」を目指し、職員一丸と

なって学校づくりを進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年４月２５日 

小諸東中学校 学校だより 

◇新任の先生方の紹介◇ 令和４年度 15 名の先生方をお迎えしました。 

・金澤 明花（特支-音楽）・楜澤 孝樹（技術科）  ・小須田朋幸（理科） 

・小林 將伸（英語）  ・田島 ゆみ（理科）   ・祢津真夕子（理科） 

・濱嶋佐代子（家庭科） ・山崎 夕貴（国語）   ・山本 智裕（社会） 

・黒沢 佳世（養護）  ・小林 浩 （事務）   ・小松 佳奈（事務） 

・田原 初江（給食）  ・市川 美咲（給食）   ・ウォーカー美枝子（日本語指導）   

◇前期始業式 滝澤政彦校長先生の話◇ 
 新入生 214 名を迎え、令和４年度は全校生徒 669 名でスタートしま 
した。全校生徒の皆さんに、伝えたいことが二つあります。 
一つ目は、「自分のことを大切にすること。そして、自分のことを大 

切にするのと同じように周りの人を大切にしてほしい」ということで 
す。自分のことを大切にするには自分のことを知らなければなりませ 
んし、自分のことを知ることで、人との関係づくりもだんだん見えて 
きます。集団で生活を送る上で、とても大切なことです。そして、人 
間一人の力というのは、とても微力だと言われますが、その力を集結 
し、事にあたることで大きな力に変えていくことができます。 
 この２年間はコロナ禍で、みんなで知恵を出し合い、工夫を重ね、 
この難局に立ち向かうという経験を積んできました。今後も、長野県 
や小諸市でもその状況に変わりはありませんが、このような時だから 
こそ、感謝の気持ちを忘れず、人と人との絆や関わり方を大切にした生活を送ってほしいと思いま
す。 
 二つ目は、「主体的に人や物・事に関わり、自分の考えをしっかりと持てる人を目指してほしい」
ということです。これからの社会は、AIの導入に伴う仕事や生活の変化、また、混沌とする世界情
勢、自然災害など、本当に先が見通せない、５年後、10 年後の予測ができない時代になってきてい
ることは確かだと思います。 
 そのような中、時代の流れにそのまま身を任せていくのも一つの方法ですが、そのような時代だ
からこそ、その場、その場において、自分の考えをしっかりと持ち、人生の主人公として生きてい
ってほしと願っています。その基礎、土台づくりをしていくのが、この中学校３年間だと思います。 
 入学・進級という節目に、一人ひとりが新たな目標を掲げ、明日からの生活を頑張ってほしいと
思います。 
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「交通事故の被害者にも加害者にもならないために・・・(4 月 12 日)」 

 本校において、テレビ放送による交通安全教室が実施されました。小諸警察

署交通課長の関様より、安全な自転車の乗り方や歩行の仕方についてお話をい

ただきました。自転車は車両と一緒であり、歩行者優先の意識が大切であるこ

とや、ヘルメット着用の徹底、ライトや反射板の使用の重要性など、再確認す

ることができました。さらに、「自転車安全利用モデル校」の指定も受け、交通

事故ゼロを全校で目指します。 

本校では約 200 名の生徒が自転車通学であり、登下校の時間帯の学校周辺は、

交通量が非常に多い地域でもあります。昨年度も、大事には至りませんでした

が、車との軽微な接触事故が複数回発生しています。「人生が変わってしまうよ

うな悲惨な交通事故の加害者にも被害者にもならない」ために、学校でも指導

を続けていきますので、是非、ご家庭でも毎日の交通安全について話題にして

いただきますようにお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お知らせとお願い＞ 

・本校の敷地内では、お車での来校の際は一方通行となります。プール横の道路を通り、東側（給食室 

 側入り口）より入り、北校舎の北側を通って西側に進む一方通行でお願いします。なお、給食室前の 

 スペースへの駐車はご遠慮ください。ご協力をお願いします。 

・電話対応については、週休日及び祝祭日と平日の１８：００～翌朝７：２０の間は留守電対応となり 

 ます。緊急の際は、留守電のアナウンスにしたがい、小諸市役所日直・宿直【電話：０２６７－２２ 

 －１７００】にご連絡ください。 

                            （小諸東中学校  教頭 友野裕一） 

◇スクールカウンセラーの紹介 （ 渡邉美奈子先生より ） 

 本校４年目になります。新年度が始まり、環境の変化も大きい時期で 

す。不安だったり、悩んだりすることも出てくるかもしれません。そん 

な時は一人で抱え込まず、身近な大人に頼ってください。今年度は（火 

曜日）に来る予定です。どうぞ、気楽に声をかけてください。１年間よ 

ろしくお願いします。 
 

 

 新型コロナウイルス感染症における対応について小諸市教育委員会との協議の結果、今後、次のよ

うな対応をお願いすることとなりました。「新たな対応」と「継続する対応」についてお知らせいたし

ます。 

【新たな対応】 

○学級閉鎖となった学級の児童生徒の兄弟姉妹関係については、健康観察や体調管理をしっかり行っ

た上で登校してよいこととします。 

※ただし、体調不良者、陽性者及び濃厚接触者が家庭内にいる場合は、登校を控えてください。 

○部活動における休日の練習試合については、感染対策を徹底した上で、大会に向けて生徒のケガ防

止等を含めた特別措置として実施してよいこととします。活動時間は３時間程度とし、密にならな

いように余裕をもって行う。昼食は挟まない。会場では食事をとらない。（東信中体連より） 

 

【継続する対応】 

○「登校時の検温（記入）」「健康観察」「体調管理」「マスク着用等の日常的な感染防止対策」を今ま

で同様にしっかり行う。 

○朝の段階で体調がすぐれない場合は、登校を控える。（その際は、「欠席」の扱いになりません） 

○同居の方に、陽性者、濃厚接触者、発熱、風邪症状等がある場合には登校を控える。（その際は「欠

席」の扱いにはなりません。） 

新型コロナウイルス感染症における対応について（4月 25日） 


